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　1．緒　　言

　近 年 ， 若い 女性 の み な ら ず，児童 ・生 徒や 中高 年 の

女性 もや せ 志 向が 強 く，こ れが衣服 の 選 択行動に も表

れ て い る こ と は ，従来 の 研究の 中 で 明 らか に され て い

る （岡 田 1988，1990，1992 ；植竹 1988 ：植竹 と松 山

ユ994；高森 199］ ；藤木 1990 ；加 藤 と室屋 1993 ；森

田 と間壁 1993）．情報化時代 と言 われ る今日，テ レ ビ，

新聞，雑誌，折 り込 み 広告，電車内 の 吊り広告 な ど，

様 々 な マ ス メ デ ィ ア を通 して ，フ ァ ッ シ ョ ン や ダイエ

ッ トに 関す る 情報 が 日常生活 の 中 に 溢れ て い る ．そ こ

で ，こ れ らマ ス メ デ ィ ア の影響を受け や す い と 思 わ れ

る 女 子短大生 を研 究対 象 と して ，か らだ つ きに対す る

満足度や ，理想 と す る か ら だ つ き と の ギ ャ ッ プな どか

ら，若い 女性 の か らだ つ きに対する 意識を明 ら か に し，

その 意識を形成 して い る 要因 をマ ス メ デ ィ ア の 中 に探

る こ とを冖的 と した，

　2．研究方 法

　調 査 対象は ，都内の 女子短期 大学 の 1，2 年生，合

計 289 名 で あ り，調査 の 実施 時期 は 1993 年 9〜IO 月

で ある ．被験者 の か ら だ つ きを通 産省 工 業技術院の 体

格調査 （日本規格協会 1984）の 19歳女子 と比較 す る

と ，身長，胸囲 お よ び腰 囲 は ，危険率 1 ％ 水準，比胸

囲 （胸囲／身 長）は 危険率 5 ％ 水準 で そ れ ぞ れ有意 に
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大きく， 比体重 （体重／身長 ｝は危険率 5 ％水 準 で 有

意に 小 さい ．なお ，胴囲 ・体重に は 有意差は認め られ

な い ．した が っ て ，被験者 の 体格は体格調査結 果 と比

べ て ，高身長で ス リ ム か つ ，相対的に 胸囲 と腰 囲 が 大

きい か ら だ つ きを して い る と言 える，

　表 ユ に，身体計測 21項目 とか ら だ つ きに 関す る意

識調査 90 項 目の 概要 を示す．身体計測方法は
， 通産

省工 業 技術院 の 体格調査 個 本規格協会 1984） に準

拠 した、質問項 目 は，199．　3 年 の 春 か ら夏 に，新聞 ・

雑誌な ど の 活字 メ デ ィ ア に 取 り上げ られ た か らだつ き

に 関する特集記事 を収集 ・分 類す る 予 備調査を経 て 設

定 し た もの で あ る E 意識調査は 集団調査に よ る 質問紙

調査法で あ る．な お ，本研究 で は，胸囲 とバ ス ト，胴

囲 と ウ エ ス ト，腰囲 と ヒ ッ プの よ うに 身体の 同
一

部位
を 2 通 りの 表現 を用 い た．原 則と して ，身体の 計測値

また は 希望 や理想 の 数値と して 表現す る 場合 に は 胸囲，

胴囲，腰囲 を用 い ，質問紙調査か ら得 られ た意識と し

て表現する 場合 に はバ ス ト，ウ エ ース ト， ヒ ッ プを用 い

て 使 い 分け た ．こ れ は ，女子短大生が胴囲 と腰囲を混

同す る こ とが しば しば見ら れ たため で ある ．

　若 い 女性 の や せ 志向は ，現実の 自己 の 身体に 不満を

感 じ，理想 と する身体に近 づ けた い と願 うこ と に あ る．

そ こ で ，現実の 身体と希望 また は 理想 の 身体 との 開係

を知 る た め に
， 身体計1則を行 うと同時に 身体各部 の 希

望値 ・
理想値 に つ い て 調査 した．現実値と は，身体各

部位 の 実際 の 計測結果で ある．希望値 ・理想値に つ い

て は ，被験 者 に 次 の よ うな教示を 与え て ，そ の 数値を

回答 して もら っ た もの で あ る，す な わ ち，希望値 と は ，
自己の 身体に つ い て ，特別 なダ イエ ン トな どの 手立 て

を し な くて も達成 可 能と考え られ る範囲内 と い う条件
で の 身体部位 の 値で あ る．また，理想値 とは，自己 の

身体 とは 全 く関係な く回答者が 考 え て い る絶対的な理

表 L 身体計測項 目 とか らだつ きに 関す る意識調査項 目 の 概 要

身体計測 ｛28 項 P：1

計 測 項 目

〔21∫頁目 ）

1．身長 　2．袖丈 　3．背丈 　4．胴 高　5、全頭 高　6．頸付根囲　7．胸 囲　8．腹囲 　9．胴囲
10．腰 囲　ll　ヒ腕 囲　12．大腿 囲　13．下 腿囲　14．背肩幅　15　胸部横径　16．胸 部 矢 状 径
17．胴部横径　18．胴部矢状径　19．腰部横径　20．腰部矢状径　21．体重

計算項 目

〔7 項 目）

1．頭身指数　2．ロ ー
レ ル 指 数　3．

一
胴囲　7，腰 囲

一
胴囲

胸部横矢指数 　4．胴部横 矢 指 数　5．腰部 横矢 指数　6．胸囲

か ら だつ きに 関す る 意識 調 査項 目 t90 項 目冫

か ら だ つ きの 評価

と満足 度

〔4ユ項 目）

］．顔の 大 き さ　2．頸 の 長 さ　3．頸 の 太 さ　4．両 肩 の 幅 　5，上 腕の 太 さ　6．前腕の 太 さ　7，
腕 の 長 さ　S．バ ス トの 大 き さ　9．ウ エ ス トの 太 さ　10，ヒ ッ プの 大きさ　ll．ヒ ッ プの 幅 　12．
ヒ ・ プの 位置 13・大腿 の 太 さ ］4，　 A ・く らは ぎの 太 さ 15．足 くび 砿 さ 16．脚 の 長 さ 上7．
ウ エ ス トの 高 さ　18．背 の 高 さ　19．肥痩度　2e．体 重 q − 20 項 目 の 評価 と 満足 度 は 対 で ｝
41，か らだ つ き全体 の 満 足 度

か らだ つ きを表現

す る言葉の 適合性

（25項 目 ）

L 胴長短 足　2．グ ラ マ
ー
　3．

一
ド半 身大　4．出 尻 　5．出 腹　6，鳩 胸 　7，猫 背

平 背 　10、反身体　IL 屈身体　12、扁平体　13．頭 で っ か ち　14．大柄　15，小 柄

り　17．きゃ しゃ　18．中肉中背　19．ぽ っ ちゃ り　20．メ リハ リ　21．な で 肩　22．
ず ん 胴　24．胴 くびれ　25．着や せ

8．平尻　9．

　 16．が っ し

　怒 り肩　23，

理 想の か ら だ つ き　1，頭身指数

〔6 項 目）

2．身長　3．体重　4，胸囲　5．胴囲　6，腰 囲

希望 の か らだ つ き　L 身長 　2．体重　3，胸囲

｛5項 目）

4、胴 開 　5．腰 囲

体 型 と着装 に 関す　 1．
る雑 誌 記事

〔4項 目 ）

購 読 の 有無　2．興味記事　3．役 立 て 方 　4．記事 内 容 の 相違

そ の 他

（9項目）

L 理 想 の モ デ ル 2’−4・や せ 志向の 原因 （3位 まで ） 5− 7．下半身の 悩 み の 原 因 （3位 まで ＞ 8．
着 装 に よ る ］一．夫 の 仕

．
方　9．適合す る シル エ ッ トラ イン

92
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想の値 とい う条件 で あ り，例え ば ス
ーパ ーモ デ ル など

が 参考に なっ て い る もの と考え られ る．

　本文 中で は，「体型」 よ りも 「か らだ つ き」 とい う

言葉 を多く用 い たが ，こ れ は ，身体の 計測値だけで は

表現 で きな い 体型的特徴 を
， 若い 女性や マ ス コ ミで 用

い られ る こ とが多 い 用語 に よ っ て も明らか に した い と

い う立場 からで あ る ，

　解析方法は，意識調査項目 に つ い て は 単純集計 と ク

ロ ス 集計，身体計測値や 希望値 ・理想値 に つ い て は主

成分分析に よ っ た．

　3．結果お よ び 考察

　（D　か ら だ つ きに 対 す る意識

　1）　身体各部位 に つ い て の 満足 度 と 自己 評価 値 の

　　　比較

　表 1 に 示 し たか らだ つ きに 関す る 意識調査項 目の 中

で ，か らだ つ きの 評価 と満足度 に 関 す る 身体部位 2 

項 囗に つ い て ， 5 段階 評価 で満足度の 平均 値 を算出 し

た結 果，す べ て の 項目 で 「普通」 を下 回 っ た．20項

目中満足度 で 「やや不 満」を下 回 る 9項 日を取 り Lげ

て ，自己評価値 と併 せ て 図 1 に 示す．実線 は溝足 度を，

破線 は自己評価 値を表す．満足 度 と 自己 評価値 との 関

係をみ る と，肥痩度 と体重な らび に 周径 項 目で は ，ウ

エ ス ト， ヒ ッ プ，大 腿 ，
ふ くら は ぎに つ い て 不満で あ

り，そ れ ら は太 い と自己評価 して い る．長径 ・高径項

目で は 脚 の 長 さ ，
ヒ ッ プの 位 置が不満であ り，自己評

価値 か ら短 い ，低 い こ とが不 満で あ る こ とが わ か る．

一
方， ヒ ッ プ の 幅は広 い こ とが 不満で ある こ と が わ か

る t 身体 各部 の 太 さ に 対 す る 意識 が 強 い こ と は 藤木

〔ig89），岡田 （］990，1992） と
一

致 して い る ．しか し

なが ら
， 本研究で は特 に 丁 体部の 太 さ に 対す る 不満意

識が強 い こ と と，新た に 脚 の 長 さ
， 腰の 位置 や 幅 に 対

する 下体部 の バ ラ ン ス に 関 して の 不満意識が 強い こ と

が明 らか に な っ た ，

　 2）　身体各部位の現実値 と希望値お よ び 理想値 か ら

　 　 　 み た か ら だ つ きの 意識

　 現実値 と希望 値 と 理想値の 合計 26 項 目の 主成分 分

析 を行 っ た結果，固有値 1 以 上 を示す七 つ の 主成分 が

抽出 され
， 累 積寄与 率 は 77．9％ で あ る ．表 2 の 因子

負荷量 か ら各主成分 の 解釈を試 み る と，第 1 主成分 は ，

身長 ， 頭身指数 以外 の 現実値が プ ラ ス に高 く負荷 して

い る 反面，希望値 と 現実値 の 差で は 体重 と 周径項 目が

マ イナ ス に高 く負荷 し て い る こ と か ら，太 っ て い る人

が よ りや せ た い と 願 っ て い る こ と を示す成分で あ る と

〈 横足度〉 　　 確　　　　争軽 義

　 　 　 　 　 1　　　 　　 2

太 さ

肥 痩度

体 重

脚 の 長 さ

纛
置
53 紳

4

足滅

5

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト

ス トの 太 さ　
一一

　　 （緬 い ）　［

　　　　　　　　　　　i
プの 大 きさ　 一 一．

　 （小 さ い ）

　　　　　　1　 …

一

寸 一痴
　 　　 　

’，1

　　　
．
弐

一
＋

，憾 、　　　　　、
　 　 　 　 　 し　 　 　 　 　 　 i　　　　　、　　　　　　　　　　1

　　　　
1 ’
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　　（絹 い一　　　l
　　　　　　i　　　　 l

ト

マ
ー

一 ・梱

　 、〆　 　　 　 ・
　 　 　 　 　 　 i

らは ぎの

　 　 儲 い ｝

　 　 　 　 　 　 i

　 ！i　 　 　 l

／i　 l（太 い）

自 　 一一1．一度

　 　 （や せ ）

　 　 　 　 　 　 1

冖 　　1 （太 り）

1 …

，軽。 、1
− ．

　 　 　 ト

　　　ー1　　 ．．

　　　’　　’　　’　　r　r　ρ．
デ
ー一一一

／ …
一一一

†，。 。 ）

−4 − ＿
長 さ

　　・副 　｝
　」
　 旨．　　→　　　　　一．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 「

　　　　！　　　 1 （長 い ）

一＿ ＿L 一半プの 泣置
　　　　　　．
　　 く低 い 〕

　　　　　　…

　　、　　、　　 、　　　、　　　驢　　　　噛

1

・
、 、 i　 卜

副

∴斗 一一一 1
プ の幅　　

一
「
一一

　　 （狭 い ） 1　　　　 21
　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

3　　　 4　　 　　 5　 （広 い ）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 満 足度

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一一一… 自 己 評 価値

図 ユ．か らだつ き に 関す る評価項 目 の 自己評価値 と満

　　 足度 の 平均値 の 比較

解釈で きる，第 2主成 分 は ，現実値，理想 値 の 身長が

プ ラ ス に 高 く負荷 し，希望値 の 比周径項 目が マ イナ ス

に 高 く負荷す る こ と か ら，身長 が高 い 人 で も，よ りス

リ ム な プ ロ ポ ー
シ ョ ン を願 い ，高 い 身長 を理想 と して

い る こ と を 表す成分 で あ る と解 釈で きる ．第 3主成分

は ，希望値 の 比腰囲，腰囲 の 現実値 と希望値の 差 ，な

らび に 理想値の 腰囲 が マ イ ナ ス に や や高 く負荷する こ

と か ら，よ り小 さな腰囲 を願 い ，理想と す る 成分 で あ

る と解釈 で きる ．第 4 主成分 は ，希望値の 比胸 囲，胸

囲の 現実値 と希望 値 の 差，な らび に 理想値の 胸 囲が プ

ラ ス に や や 高 く負荷する こ とか ら、よ り大 きな胸囲を

願 い ，理 想 と す る 成分 で ある と解釈で きる．第 5 ・第

6 主成分 で は，身長の 希望値の 正負が逆で ある の に
，

理 想 値の 胴囲 は い ずれ も負の や や高い 負荷を示 して い

る．すなわち，身長の 高低に か かわ らず細 い 胴囲を理

想 とす る成分で あ る と解釈で きる．第 7 主成 分 は
， 現

実 の 頭身指数 を表す成分 で あ る．

　 以 上 の よ うに，主成分分析の 結果か ら
， 若い 女性 の
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表 2．身体各部位 の現実値 ・
希 望値 ・

理想値 の 主 成分 分析 （因子負荷量 ）

1 2 3 4 5 6 7
1．身長

2，体 重

3．胸囲

4．胴囲

5．腰 囲

6．ロ
ー

レル 指数

7．頭身指数

8．比 体重

9．比 胸闘

10．比 胴囲

IL 比腰囲

航

圏
幽
還
0932G

　 700

　 43
．

0　 83：

凾
0，384

　 0．097

　 0，115

　 0．203
一
つ．384

　  ．357

　 0，170
− 0，3S 
一

〇，334
−・O．360

一〇．313
− 0．166
− O．06D
− O．070
− O，076

　 0．126
− 0．099
− 0．089

　0．ll4

　D．0990

，ユ33

一
〇．097　　　　 0．246

−
〔〕．056　　　　　　0、156

− O，054　　　　　 ．30Q
− O．039　　　　　− ‘〕．D80
− O，048　　　　　　0．OO7

　〔｝．033　　　　　− O，059

　0．G31　　　　 0．230
−−0，033　　　　   ．104

　0．OOO　　　　 O，五72

　0−014　　　
− G、214

0．016　　　　− O．158

　 D．078

　 0．104
− O．244

　 0．024

　 0．279

　0．038
− D．106

　0．095
−．0．297
− 0．  20
−−D．020

　 0．io1

　 0．103
− 0．D98
− O．04D

　 O，052

　 0，021L

画
　 0，083
− 0，157
− O．094
− o．014

12．希望比 体重

13、　希望 比 胸囲

14、　希望 tヒ身同囲
15．希望 比 腰 囲

16．現実値 との 身長 差

17．現実値 と の 体重差

18．現実値 との 胸囲差

ig．現実値 との 胴囲差

20．現 実値 との 腰囲差

「
−
ei：
一
耳百ヲ1　　　　　0．269

藩1撚
驟轜讖

一
〇．373

− 0．D8D
− 0，185

圃
　 O，253
−．o，207
− O，137
− 0．221

画

一
〇．205　　　　　　0，027　　　　　　0．284

E凾 　 　。．186 　 − G．21。
一一 ．261　　　　− D．235　　　　− 0．216
− 0．054　　　　　　0．079　　　　　　0，167
0・033　 E亟亙　 ［凾

一
〇．217　　　　　

− O亨190　　　　　− 0．048

［画 　 一
。．12。 　 。、273

− 0．2エユ　　　　　　0．030　　　　　．−O．049
− O，133　　　　　　0．137　　　　− 0．026

　 G．317

　 0．146

　 0．155
− O．195
− 0．3D4
− O．039

　0．234

　0．2］4
− O．218

21，理想頭 身指数

22．理 想 身畏

23，理 想体重

24，　理 禿甼，胸囲

25，理 想 胴 囲

26，理 想 腰囲

O，1020

．0970

．2950

．1790

．2240
．076

£
UG

−

【
r85154000

ー
L

一
〇，D46

　0．075
− o，248

　 o．179
− O．095
− D．292
− o．364
− 0．372

魎

膿
　 o．173

匝 画
一

〇．205

　 D．上08

一
〇．018　　　　− 0，123

− 0，377　　　　− O．127

図圈 　
一D，266

　 0．138　　　　 0．036

E画 　 匝 調
一〇．Q39　　　　　　D．217

　 0．Oll
− 0，134
− 0，124

　0．159

　0，197
− O．270

固 有 値　　　　　　　　　　9．06
累 積寄与率　　　　　　　　34，9％

［二＝ ］＞ 1± 0．41 ．　ハt＝234．

3，7949
，4％

1、9757

，0％

ユ，7163

，6％

　 1，4469

、1％

1、1673

．6％

1，1277

．996

か ら だ つ きの 意識構造は ，主 に五 つ の 成分 か ら 成 る こ

とが わ か っ た．すなわ ち，や せ ，高身長，小 さ な腰 囲，
大 きな胸囲，小 さな胴囲とい う，高身長で や せ 型なが

ら胸が 大きい か らだつ きを願 望す る こ とが 明 らか に な

っ た．

　次 に ，現実値，希望値 ，理想値の 具体的 な数値を表

3 に 示 し，梍互 比較 を行 っ た ．なお，希望値 の 身体 5
項 目 に つ い て は ，現実の 身体 をどの程度修正 した い と

願 っ て い るもの かを知る ため に ，現実値 と の 差 （希望

値一
現実値）を 正 負 の 値で 表 した．現実値と希望値 と

の 差か ら，身 長 〔＋ 0．4Cln），胸 囲 く＋ 1．Ocm ） は 希
望値が 大きく，胴囲 （− 3．5em ），腰囲 （

− 3．6cm ），

94

体重 （
− 3．7kg） は希望値 が小 さい ．身長 は現実値 と

希望値 と の 差が小さ い た め，比胸囲，比胴囲な ど の プ

ロ ポ ー
シ ョ ン の 希望値は ，現実値 の プ ロ ポ ーシ ョ ン と

の 間 で有意な差 が み ら れ た ．

　また，身体各部位 の 理想値と現実値 との 差は ，体 重

を除 い て ，希望値 と 現実値 との 差 よ り大 き い ．

　さら に，理想値 の 縹準偏差の 方が，い ず れ の 項目に

お い て も小 さ く，つ ま リバ ラ ッ キ が小 さい ．したが っ

て，被験者 の 間で 共通 の 理 想値が 出来 上が っ て い る と

考え られ る．理想値の モ デ ル に つ い て は特に 具体 的な

も の は な く， 架 空 の 女性 を想 い 描 い て い る 場 合 が

72．5％ を占め て い た，
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表 3．身体各部位 の 現実値 と希望値 な らび に 理 想値

　 　　 　　 　 希望値 （cm ）

項 目 　
一一…一．・一・一一一 一一一一．一一一

　 検 定

現実値 （cm ）
検定

理想値 （c 川 〉

Mean S．D ， Mean S．D． Mean S．［｝．

身　長

胸　囲

胴 　 囲

腰 　 囲

体　重

比胸囲

比胴囲

比 腰 囲

比 体 重

十 〇，4

十 ユ，0
−

− 3，5
− 3，6
− 3，T52

，737

，ユ

54，029

，2

1．43

．62

．74

．43

．42

．21

．32

．12

．7

1／．Sn

，s11

，sn

，ss

　

＊

＊

＊

　

＊

　

　

＊

＊

＊

158．482

，762
，389

，550

，152

，239

．456

，531

，6

4．T4

．53
．64
．25

．42

．82

．22

．52

．9

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

163．684

．958
．085
．L47

．2

3．82

．31

．53

．02

．8

希望値 と現実値 の 差 を表す 〔＋ は 現実値 よ り大 きい 値 を希望 し，一は 現実値 よ り小 さ い 値 を希 望 す る こ と を表 す 〕，
＊ ：危 険 率 5％ 水準 で 有意差 あ り，＊ ＊ ：危険率1 ％ 水準 で 有意差あ り．N ＝234．

　岡田 （1990＞ の 1984，1985年調査 の 20 歳前 後 の 女

性 の 理 想値 と 比較す る と，本研究の 理 想値は ，身長 が

3、4cm ，胸囲 が 2、lcm 大 き く，危 険率 1 ％水準 で 有

意 差 が 認 め ら れ る
一

ノ∫，胴 開 は O，4cm 小 さ く，危険

率 1 ％水準で有意差が 認 め ら れ た ．腰囲
・体重に は有

意差 は 認 め られ なか っ た ，岡 田 の 調査か ら 8・一一9 年が

経過 し た本研究 の 結果か ら，若い 女性 の 理想は ，よ り

高身長で ，相対的に 胸囲が 大き く胴囲が小 さい もの へ

と変化を して い る こ とが 明 ら か で あ っ た，か ら だ つ き

に対す る 意識と若い 女性の 体格の 時代変化 との 関係 か

ら，希望値や 理想値も変化す る で あ ろ う．したが っ て ，

今 後 と も希望値 ，理想値 の 継続調査 は 必要性 か つ 興味

あ る課題 で ある と考え られる．

　 3）　 か ら だ つ きの 各部 を表現す る 言葉 の 適合度 と か

　　 　 ら だ つ き全体 の 満足 度 と の 関係

　 か ら だ つ き全 体 に 対 す る 満足度 （項 目 No．41） は ，

大 い に 不満 （35．4％ 1，や や 不 満 （50，0％ ） を合わせ

て 不満 は 85．4％ に も達 し て お り，若い 女性の か ら だ

つ きに 対 す る 不 満が大 きい こ と が明 ら か で ある，

　 か らだ つ きは，身体各部の 単独 の 計測項 目だけ で は

表現 しかね る こ とがあ り，従来，か らだ つ きの 各部の

表現 と して 表 1 に 示 す よ う な 言葉 が 用 い ら れ て い る，

そ こ で ，こ れ らの か らだ つ きを表す 謡葉 が 自己 に 適合

す る度合い と，か ら だ つ き全体に つ い て の 満足度 との

相 関 を検討 した ，相 関係 数 を算出 した 結果，25 項 目

中 9項 目に有意な相 関が見 られ た ，こ れ ら 9項 目の 相

関係数 を表 4 に 示す ，「き ゃ し ゃ 1 や 「胴 くび れ」が

自己に 当て は ま る場合 に は，0．3 程度の 正 の 相関が あ

表 4．か らだ つ き全体 に つ い て の 満足度 とか ら だ つ き

　　　を表現す る言葉 の 適合度 との 相関

項 目 相 関 係 数 厂

下
1
卜身大

　 出腹

ぽ っ ちゃ り

胴 長 短足

　 出尻

　ずん 胴

が っ し り

き ゃ し ゃ

胴 くび れ

一
〇．415

− O．387
− 0．342
− O．288
− O．264
− o．262
− O．234
十 〇．364
十 〇．317

N ＝255．

り， 自己 の か ら だ つ きに 対 して 満足 の 様子 が読み 取れ

る．しか し．そ の 他 の か らだ つ きを表す言葉で は，負

の 相関を示 し，か ら だ つ き全体 の 満足度 は低 い こ と が

わ か る ，中 で も，「下 半身大」 や 「出腹」 とい う言葉

で は O．4 程 度 の 負の 相 関 が あ り，被験者が 下体部に不

満 を抱 い て い る こ と が読 み 取れ る． した が っ て ，本研

究の 結果か ら，か らだ の 部分の 形状 が，か らだ つ き全

体 の 満足度に影響す る こ とが明 らか に な っ た とい える．

　（2） か らだつ きの 意識 を形成す る要因

　D　 下 体部に つ い て の 不満や 悩み の 要 因

　前 述 ま で の 被験者 の 下 体部に つ い て の 不満や 悩み を

受 け て ，そ の 理 由を順位村け で 選択 させ た ．結果を 3

位 ま で の 累積度 数 で 示 す （図 2＞． 1 位 は パ ン ツ や ミ

ニ ス カー トが流行 し て い る た め とす る もの で ，圧倒的
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に多く，2位は下体部は ヒ体部に比べ て や せ よ うと し

て もや せ に くい か らとい うもの で あ る ．次 い で 脚 の 細

さ に あ こ がれ る か ら，次に 下体部 は 衣服 で カ バ
ー

しに

くい か らとい う順で あり，衣服 か ら の 影響が大 きい 要

因 とな っ て い る ．し た が っ て 下体部をカ バ
ー

す る 衣服

の 必 要 性が明 ら か に な っ た．

　2） や せ志向の 要因

　下 体部の み な らず ， 被験者 の やせ志向は明らかで あ

る ．こ の や せ 志 向 の 要囚 と考え られ る 10項 目の 中か

ら 3 位まで の 順位付 け で 選択 させ た．図 3 に示すよ う

累 積 度 数

i ．パ ン ツ や ミ ニ ス カ

　 ートの 流 行

2 ．下体部 は やせ に くい

　 か ら

3 ．亟歇 人の 脚 の糊 さに

　 あ こ がれ る

4 ，衣服 で 下 半 身を

　 カバ ー
しに くい

5 ．下体部 が 細 い とア ク

　 テ ィ ブ に み える

6 ．雑 誌で よ く取 り

　 上 げるか ら

7 ．ヒ ッ プが 大 きい の は

　 女性の 魅力で は な い

8 ．バ ス トで は ア ッ ピ
ー

　 ル しな い か ら

9 ．そ の 他

5e IQO 150 200 250

図 2．下体部に つ い て の 不満や悩み の 理 山 （工位 〜3位）出現頻度

坐ゆ

1．や せ て い る と格好 が 良い

2 ．フ ァ ッ シ ョ ン雑 誌の 影響

3 ．流行の 服が 似合わな い

4 ．世の 中の 風 潮

5 ．若 い 男 性の 好み

6 ．タレ ン ト ・女優の 影響

7 ．フ ァ ッ シ ョ ン モ デル の 影 響

8 ．既製 服サ イズ の 偏 り

9 ．知的 にみ え る

10 ．そ の 他

5D 1DO 150

累 積 度 数

　 　 　 200

．9・）

図 3．や せ 志 向の 埋由 （1位〜3位）出現頻度
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に，累積 度数 に よ る第 1位は や せ て い る と格好が 良い
1

2位は フ ァ ッ シ ョ ン 雑誌や週刊 誌の 影響， 3 位は や せ

て い ない と流 行 の 服 が 似合わ ない ，第 4位 は 世 の 中 の

風 潮だ か ら とい うもの で あ る ．や せ て い る こ とを よ し

とす る価値観 ややせ て い な い と流 行 の 服 が 着 ら れ な い

現実など が ，若い 女性 の や せ 志向を増 幅 させ て い る と

考
．
え られる．また ，流行の 衣 服 や や せ の 風潮が ，マ ス

メ デ ィ ア か ら発信 され，女子短大生が こ の 影響 を受け

て い る と 考 え ら れ る ，

　3） マ ス メ デ ィ ア の 影響

　体型や着装 に 関す る雑誌 の 特集記 事に つ い て 四 つ の

質問項 目 （表 1） を作成 し，活字に よる マ ス メ デ ィ ア

の 影響 に つ い て 検討 し た．そ の 結果 ， 体型 に 関す る雑

誌記事 を購読す る か （購読の 頻度の 差 はあ るもの の ，

購読 者 は 約 90％ で あ る ）と，そ れ が役立 つ 情 報 と 思

うか に つ い て の 相関係数は，O．467 の 相 関 が あ り．読

まな い 人は役 立 た な い 情報だと考え，読む 人 は役立 つ

情報 だ と考え る 傾 向があ る こ と が わ か っ た ．

　 そ こ で、体型 に 関する記事 の 中か ら掲載 され る こ と

が 多い 五 つ の 内容 の 記事 を 取 り上 げ て，被験者 の か ら

だつ きの 自己評価値 との 関係 をみ た ，表 5 に 示す よ う

に ，最 も興味 を示 された記事は ，下体部 を カ バ
ー

す る

方法で あ り，次 い で メ リハ リの ある ボ デ ィ
ー

作 り で あ

る ，そ の 他は順 に ，脚 を長 く見 せ る 方法，着やせ す る

方法，バ ス ト を豊か に 見 せ る 方法 で あ る こ とを示 して

い る ．

　 五 つ の 記 事に 興味 を示 した被験者に つ い て ，か ら だ

つ きの 自己評 価項目 （表 1 の か ら だ つ きの 評価 か ら

No．19 と 16，か ら だ つ きを表現す る言 葉 か ら No．3

と 20） と の 関係 を，各項 目 の 5 段階評 価 別 人数 で み

る と次 の こ とが わか っ た，すな わ ち ， 自分 が 太 っ て い

る と評価す る 人 は ，普通 や ，や や や せ て い る と評価す

る人 よ りも着や せ する方法に関す る記事に興味が ある

こ と が わ か っ た，脚 の 長 さの 評価で は，自分が脚が短

い ，や や短 い と評価する人は，着装に よ っ て 脚 を長 く

み せ る方法に 関す る記事 に興味が ある こ とが わか っ た ．

f体部 を カ バ ーする方法，メ リハ リ の ある ボ デ ィ 作 り，

バ ス トを豊かに見 せ る方法の記事 に つ い て も， 同様 に，

か らだ つ きに 対 し て コ ン プ レ ッ ク ス を抱 く こ とが多い

学生 が，そ の 問題解決法を雑誌記事に 求め る傾向を読

み 取 る こ と が で きた．

4，要　 　約

　女子短大生 289名を対象と して ，身体計測値 とか ら

だつ きに 関す る意識調査に よ り，か らだ つ きに対する

意識 と そ れ を 形成す る 要 因 に つ い て 検討 した．得 られ

た主な結果を要約 して次に 示す ，

　1）　か ら だ つ きを満 足
・
不満足 とい う観点か ら み る

と，全般 に太 い こ と，低 い こ とが 不満で あ り，殊 に ，

下 体部の か らだ つ きに不満が 多い こ と が わ か っ た ．

　2） 理想 の か らだ つ きは
， 女子短大生全般 に わ た り，

共通 した イ メ ージ と理想 の 数値が出 来上 が っ て お り、

そ の 理 想 と 現実 の ギ ャ ッ プが，自分 の か ら だ つ き に 対

する 不満意識を形成す る こ とに つ なが っ て い る も の と

考えられ た ，

　3）　女子短 大 生 の か ら だつ きの 意識 構造は，主成分

分析 に よ り，や せ 願望 や高身長，大 きな胸 囲 ， 小 さな

胴囲 や 腰 囲 を 願 い ，また理想 とする 五 つ の 成分か らな

る こ とが明 らか に な っ た ．

　4）　か らだ の 部分 の 形状の 中で ，特に 下体部の 形状

がか ら だ つ き全体の 満足度 に 関 わ る こ とが 明 らか に な

っ た，

　5） か ら だ つ き に つ い て の 悩み の 要 因分析 や雑誌記

事 の 購読 分析か ら，女 了短 大生 に と っ て ，フ ァ ッ シ ョ

表 5．雑誌 の 興味記 事とか らだ つ きの 自己評価値 の 関係

対 処 方 法 の 記 事
興味 を示 L た　か ら だ つ きの

人数 （人）　　 自己 評価項 目

段階評 価 別 入数 〔人 ）

1 2 3 4 5

L 着 や せ す る

2．脚 を長 く見 せ る

3，下 体部 を カ バ ーす る

4，メ リハ リの あ る ボ デ ィ作 り

5，バ ス トを豊か に 見せ る
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N ＝246，段 階 評 価　1，当て は ま ら な い

当 て は ま る，

2，や や 当 て は ま ら な い 　3，ど ち ら と もい え な い ：4，や や 当て は ま る ；5，
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ン 雑誌 や 週刊 誌な ど マ ス メ デ ィ ア の 影響が大きい こ と

が示峻 された．
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